
第 125 期中間事業報告書
平成17年4月1日～平成17年9月30日
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株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
また、日頃より株式会社ノリタケカンパニーリミテドをご支援いただきまして、誠にありがとうござ

います。
ここに、ノリタケグループの平成17年度連結中間期（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）
の経営成績についてご報告申しあげます。
当連結中間期の連結売上高は、612億2千5百万円（前年同期比3.9％増加）、連結経常利益は、44億9
千8百万円（前年同期比22.6％増加）、連結中間純利益は、21億3千2百万円（前年同期比3.7％増加）
となり、連結売上高、連結経常利益及び連結中間純利益ともに、前年同期を上回ることができました。

（平成17年度連結中間期の営業概況と下半期の事業方針）

次に、当中間期におけるノリタケグループの事業セグメント別の営業概況及び下半期（平成17年10月
１日から平成18年３月31日まで）の事業方針についてご報告申しあげます。

工業機材事業
1．営業概況
研削砥石・CBN工具の売上げは、引き続き主要な需要先である自
動車・ベアリング・鉄鋼業界向けが順調に推移いたしました。また、
ダイヤモンド工具の売上げは、IT産業における在庫調整の影響を受
けましたものの、微増となり、研磨布紙の売上げも横這いとなりま
したので、工業機材事業の連結売上高は218億7千1百万円（前年同
期比4.9％増加）となりました。
2．事業方針
製造面におきましては、原材料価格の高騰に対応するため、更な
るコストの削減を推進するとともに、販売面におきましては、高性
能商品の拡販や市場開拓を積極的に展開し、収益の拡大に取り組ん
でまいります。

連結売上高及び連結経常利益（単位：百万円）

連結売上高
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連結経常利益
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株主の皆様へ

ダイヤモンドラッピングホイール
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食器事業
1．営業概況
北米市場におきましては、価格競争による厳しい市況のなか売上

げの減少は小幅にとどまり、アジア市場における航空用食器の売上
げが伸長いたしましたので、海外市場における売上げは増加いたし
ました。一方、国内市場におきましては、一般家庭用食器及びギフ
ト用食器の売上げは減少いたしましたが、ホテル・レストラン向け
業務用食器の売上げが増加いたしましたので、食器事業の連結売上
高は105億1千8百万円（前年同期比0.7％増加）となりました。
2．事業方針
国内市場・海外市場ともに、品質を優先した新商品の開発と拡販に努

めるとともに、引き続き徹底した業務改善を推進し、事業基盤の強化に
取り組んでまいります。

電子事業
1．営業概況
国内市場におきましては、遊技機向けが順調に推移し、売上げは

増加いたしました。一方、海外市場におきましては、北米市場にお
けるオーディオ向けの売上げが堅調に推移するとともに、欧州市場
における売上げも増加いたしましたので、電子事業の連結売上高は
55億8千7百万円（前年同期比2.8％増加）となりました。
2．事業方針
国内市場におきましては、カーオーディオ向けの新商品や高精細グラ

フィックモジュールなどの拡販に取り組んでまいります。一方、海外市
場におきましては、北米市場における車載純正市場向けの量産受注獲得に注力するとともに、アジア市場に
おける販売体制の確立に努めてまいります。

事業セグメント別連結売上高（単位：百万円）

工業機材事業
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食器事業

平成18年3月期

平成15年3月期
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ノリタケチャイナ
“京香旬彩”

輝度調整CL-VFD
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セラミック・マテリアル事業
1．営業概況
電子部品用のニッケルペーストは、新商品の投入により売上げが伸長

し、車載用厚膜印刷回路基板及びデンタル関連商品の売上げも増加いた
しましたが、電子部材及びセラミック原料の売上げが減少いたしました
ので、セラミック・マテリアル事業の連結売上高は130億4千8百万円
（前年同期比4.0％減少）となりました。
2．事業方針
激しい市場の変化に対し迅速に対応するため、新商品の開発と市場投

入をより一層スピード･アップし、新規顧客への積極的な販売活動に取
り組んでまいります。また、成長分野に対する生産体制を強化するとと
もに、生産性の向上に努めてまいります。

環境エンジニアリング事業
1．営業概況
液晶パネル向け遠赤外線ヒーター応用装置及びPDP向け高能率焼成炉

は、国内、海外ともに売上げが大きく増加いたしました。更に、設備投
資が活発な鉄鋼業界向けの研削機械と、自動車業界向けの超硬丸鋸切断
機の売上げも大幅に伸長いたしましたので、環境エンジニアリング事業
の連結売上高は101億9千9百万円（前年同期比18.2％増加）となりまし
た。
2．事業方針
遠赤外線ヒーター応用装置及び高能率焼成炉につきましては、ディス

プレイ・半導体市場への事業集中を推進してまいります。また、研削機
械につきましては、超硬丸鋸切断機の新用途の開発と販売体制の強化を
図り、濾過装置につきましても、市場のニーズに対応した新商品を投入
し、拡販に取り組んでまいります。

電子事業
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セラミック・マテリアル事業

平成18年3月期

平成15年3月期

平成16年3月期

平成17年3月期

0 10,000 20,000

中間期  12,615 通期  24,431

通期  24,799

通期  26,367

通期予想  26,300

中間期  12,103

中間期  13,598

中間期  13,048

電子用ペースト

超硬丸鋸切断機
“シンカットマスター”
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次に、株式会社ノリタケカンパニーリミテド単独の平成17年度中間期の経営成績についてご報告申し
あげます。

当中間期売上高は、423億5千2百万円（前年同期比4.7％増加）、経常利益は、16億9千4百万円（前
年同期比33.3％増加）、中間純利益は、8億8百万円（前年同期比47.0％増加）となりました。なお、中
間配当金につきましては、前年同様１株につき４円50銭を継続することといたしました。

ノリタケグループは、平成16年度を初年度として策定いたしました第6次中期3ヵ年計画の課題であ
る構造改革の継続、得意分野の強化、コーポレート・ガバナンス（企業統治）とコンプライアンス（法
令遵守）に全力を挙げて取り組み、更なる業績の向上に努めるとともに、株主の皆様から信頼されるノ
リタケグループを目指してまいります。

株主の皆様には、このようなノリタケグループの取り組みに対しご理解をいただきますとともに、今
後とも多大なるご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成17年12月

 代表取締役
 社　　　長 赤　羽　　昇

環境エンジニアリング事業

平成18年3月期

平成15年3月期

平成16年3月期

平成17年3月期

0 10,000 20,000

中間期  5,945 通期  11,278

中間期  7,019 通期  14,720

通期  16,864

通期予想  20,000

中間期  8,625

中間期  10,199
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　中間連結貸借対照表 ［平成17年9月30日現在］

株式会社ノリタケカンパニーリミテド第125期中間期連結決算概要

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

資　産　の　部 負　債　の　部
百万円 百万円

流 動 資 産 69,117 流 動 負 債 41,349

現 金 及 び 預 金 13,550 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 17,438
短 期 借 入 金 13,849
１ 年 内 返 済 長 期 借 入 金 3,500
未 払 法 人 税 等 1,422
未 払 費 用 1,429
賞 与 引 当 金 1,312
そ の 他 2,396

固 定 負 債 15,170

長 期 借 入 金 1,707
繰 延 税 金 負 債 6,943
退 職 給 付 引 当 金 5,455
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 650
連 結 調 整 勘 定 137
そ の 他 276

負 債 合 計 56,520

少 数 株 主 持 分 7,202

資　本　の　部
百万円

資 本 金 15,632

資 本 剰 余 金 18,833

利 益 剰 余 金 34,501

その他有価証券評価差額金 10,021

為 替 換 算 調 整 勘 定 △4,627

自 己 株 式 △2,650

資 本 合 計 71,710

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 33,269
た な 卸 資 産 16,639
繰 延 税 金 資 産 1,876
そ の 他 3,995
貸 倒 引 当 金 △213

固 定 資 産 66,316

有 形 固 定 資 産 34,912
建 物 及 び 構 築 物 12,020
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 6,734
土 地 13,441
建 設 仮 勘 定 223
そ の 他 2,492
無 形 固 定 資 産 424
投 資 そ の 他 の 資 産 30,979
投 資 有 価 証 券 28,184
繰 延 税 金 資 産 1,842
そ の 他 1,208
貸 倒 引 当 金 △256

資 産 合 計 135,433 負債•少数株主持分及び資本合計 135,433
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　中間連結損益計算書 自 平成17年4月 1 日
 至 平成17年9月30日［ ］

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円

Ⅰ　売　　　　　上　　　　　高 61,225

Ⅱ　売　　　  上 　　　 原  　　　価 42,501

売 上 総 利 益 18,723

Ⅲ　販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 14,656

営 業 利 益 4,067

Ⅳ　営　　業　　外　　収　　益 539

受 取 利 息 17
受 取 配 当 金 140
受 取 賃 料 37
連 結 調 整 勘 定 償 却 額 220
そ の 他 123

Ⅴ　営　　業　　外　　費　　用 107

支 払 利 息 75
そ の 他 32
経 常 利 益 4,498

Ⅵ　特　　　  別　　　  利  　　　益 525

固 定 資 産 売 却 益 137
投 資 有 価 証 券 売 却 益 340
そ の 他 47

Ⅶ　特　　　  別  　　　損  　　　失 902

固 定 資 産 処 分 損 153
減 損 損 失 703
投 資 有 価 証 券 評 価 損 1
そ の 他 44
税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 4,122

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,333
法 人 税 等 調 整 額 375

法 人 税 等 計 1,709

少 数 株 主 利 益 280

中 間 純 利 益 2,132
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　中間連結キャッシュ・フロー計算書 自 平成17年4月 1 日
　 至 平成17年9月30日［ ］

百万円
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー
1. 税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 4,122
2. 減 価 償 却 費 1,642
3. 貸 　 倒 　 引 　 当 　 金 　 の 　 増 　 減（減少：△） 52
4. 退　職　給　付　引　当　金　の　増　減（減少：△） △82
5. 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 の 増 減（減少：△） △109
6. 受 取 利 息 及 び 配 当 金 △157
7. 支 払 利 息 75
8. 連 結 調 整 勘 定 償 却 額 △220
9. 有 価 証 券 及 び 投 資 有 価 証 券 売 却 損 益 △340
10. 有 価 証 券 及 び 投 資 有 価 証 券 評 価 損 1
11. 有 形 及 び 無 形 固 定 資 産 除 売 却 損 益 16
12. 減 損 損 失 703
13. 売 上 債 権 の 増 減（増加：△） △1,226
14. た な 卸 資 産 の 増 減（増加：△） △622
15. 仕 入 債 務 の 増 減（減少：△） 1,735
16. そ の 他 △1,132

小 計 4,454
17. 利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 158
18. 利 息 の 支 払 額 △80
19. 法 人 税 等 の 支 払 額 △1,844

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,688
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
1. 有 形 及 び 無 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △1,730
2. 有 形 及 び 無 形 固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入 231
3. 投 資 有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出 △0
4. 投 資 有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入 441
5. 貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入 0
6. 連 結 子 会 社 の 株 式 の 追 加 取 得 に よ る 支 出 △218
7. そ の 他 50

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,225
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
1. 短 期 借 入 金 の 純 増 加 額 7
2. 長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △2,008
3. 配 当 金 の 支 払 額 △680
4. 自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △17
5. そ の 他 △83

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,782
Ⅳ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 に 係 る 換 算 差 額 73
Ⅴ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 △1,246
Ⅵ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 14,406
Ⅶ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 中 間 期 末 残 高 13,159

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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　中間貸借対照表 ［平成17年9月30日現在］

株式会社ノリタケカンパニーリミテド第１２５期中間期単独決算概要
　中間損益計算書 自 平成17年4月 1 日
 至 平成17年9月30日［ ］

（注）1．有形固定資産の減価償却累計額 16,428百万円
 2．手形信託譲渡高 970百万円
 3．１株当たりの中間純利益 5円35銭

（注） 中間貸借対照表及び中間損益計算書の記載金額は百万
円未満を切り捨てて表示しております。

資　産　の　部 負　債　の　部
百万円 百万円

流 動 資 産 38,912 流 動 負 債 31,151

現金及び預金 6,906 支 払 手 形 24
買 掛 金 8,276
短 期借入金 17,210
１年内返済長期借入金 3,500
未 払 金 244
未払法人税等 47
未 払 費 用 433
賞 与引当金 173
その他の流動負債 1,240

固 定 負 債 8,013
長期借入金 1,700
繰延税金負債 5,531
退職給付引当金 388
役員退職慰労引当金 339
リース資産減損勘定 54
負 債 合 計 39,164

資　本　の　部
百万円

資 本 金 15,632
資 本 剰 余 金 18,811
資本準備金 18,810
その他資本剰余金 0
自己株式処分差益 0

利 益 剰 余 金 27,456
利益準備金 3,479
任意積立金 22,576
別途準備金 22,500
固定資産圧縮積立金 76
中間未処分利益 1,399
株式等評価差額金 9,244
自 己 株 式 △2,650

資 本 合 計 68,493

受 取 手 形 4,404
売 掛 金 18,146
原 料 材 料 13
繰延税金資産 1,005
短 期貸付金 3,946
その他の流動資産 4,516
貸 倒引当金 △26

固 定 資 産 68,745

有形固定資産 16,634
建 物 6,724
窯 47
機械及び装置 300
車両及び運搬具 2
工具器具備品 518
土 地 9,041
無形固定資産 171
ソフトウェア 133
電話加入権 38
投資その他の資産 51,938
投資有価証券 24,796
子会社株式及び出資 22,321
出資金及び長期貸付金 4,353
その他の投資 688
貸倒引当金 △220

合 計 107,658 合 計 107,658

経　

常　

損　

益　

の　

部

営 

業 

損 

益

百万円 百万円

営 業 収 益 42,352

売 上 高 42,352

営 業 費 用 41,802

売 上 原 価 39,000

販売費及び一般管理費 2,801

営 業 利 益 549

営
業
外
損
益

営 業 外 収 益 1,573

受取利息及び配当金 837

雑 収 益 735

営 業 外 費 用 428

支 払 利 息 54

雑 損 失 373

経 常 利 益 1,694

の　
　
　
　
　

部

特　

別　

損　

益

特 別 利 益 354

投資有価証券売却益 340

固 定 資 産 売 却 益 0

そ の 他 13

特 別 損 失 686

固 定 資 産 処 分 損 81

減 損 損 失 602

そ の 他 1

税 引 前 中 間 純 利 益 1,362

法人税、住民税及び事業税 5

法 人 税 等 調 整 額 549 554

中 間 純 利 益 808

前 期 繰 越 利 益 590

中 間 未 処 分 利 益 1,399
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会 社 の 概 要  ［平成17年9月30日現在］

役 　 　 　 員  ［平成17年9月30日現在］

（注） 監査役のうち、岡本和也、三宅　博の両氏は株式会社の監査等に関する商法の特例に関する法律第18条第１項に定める社外監査
役であります。

主な事業内容

主　

な　

製　

品

研削砥石、ダイヤモン
ド工具、CBN工具、ド
レッサ、研磨布紙、研
削・研磨関連商品（研
削油、バレル等）

陶磁器食器、クリスタル
ガラス食器、金属食器、
メラミン食器、その他食
器関連商品、装飾・美術
品等

蛍光表示管及び同モジュー
ル、大型高精細印刷技術応
用製品等

ハードギアホーニング砥石 ノリタケボーンチャイナ“万葉の花”

会 計 監 査 人  中央青山監査法人

工  業  機  材 食　　　　器 電　　　　子

創　　　　　立 明治37年１月１日（合名会社）
設　　　　　立 大正６年７月20日
資　　本　　金 156億3,230万4,225円
本　　　　　社 名古屋市西区則武新町三丁目１番36号
在籍従業員数 1,264名（連結5,608名）

（注） 在籍従業員数のうち、グループ会社への出向者は1,079名であります。
連結対象会社  Noritake Co., Inc.、株式会社ノリタケボンデッドアブレーシブ、株式会社ノリタケスーパーアブレーシブ、

株式会社ノリタケコーテッドアブレーシブ、株式会社ノリタケテーブルウェア、日本陶器株式会社、
ノリタケ伊勢電子株式会社、共立マテリアル株式会社、ノリタケ機材株式会社、株式会社ノリタケ 
セラミックス、株式会社ノリタケエンジニアリングを含む連結対象子会社40社、持分法適用会社２社

代 表 取 締 役 会 長 岩 崎 　 隆 常 務 取 締 役 種 村 　 均
代 表 取 締 役 社 長 赤 羽 　 昇 取 締 役 中 山 和 尊
代表 取 締 役 副 社 長 海 川 辰 男 取 締 役 小 倉 　 忠
専 務 取 締 役 内 田 　 宏 取 締 役 山 田 耕 三
常 務 取 締 役 土 森 道 雄 常 勤 監 査 役 加 藤 洋 一
常 務 取 締 役 山 田 陽 一 常 勤 監 査 役 広 沢 博 保
常 務 取 締 役 鈴 木 洋 一 監 査 役 岡 本 和 也
常 務 取 締 役 佐 藤 充 宏 監 査 役 三 宅 　 博
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株 式 の 状 況  ［平成17年9月30日現在］

株価及び株式売買高の推移（東京証券取引所）

万株

ノリタケ株式売買高

平成14年4月 平成14年10月 平成15年4月 平成15年10月 平成16年4月 平成16年10月 平成17年4月
0

500

1,000

1,500

円

ノリタケ株価

250

350

450

550

7,000

9,000

11,000

13,000

円

日経平均

蛍光表示管及び同モジュー
ル、大型高精細印刷技術応
用製品等

電子用ペースト、厚膜
印刷回路基板、ファイ
ンセラミックス、セラ
ミック資材（石膏、水金、
転写紙等）、デンタル関
連商品、セラミック原
料、電子部材等

遠赤外線ヒーター及び
応用装置、高能率焼成
炉、スタティックミキサ
ー及び応用装置、濾過
装置、光触媒脱臭装置、
研削機械、パルプモー
ルド製品･型･製造装置、
耐火物等

ファインセラミックスコア

超高輝度高密度CL-VFD

電　　　　子 セラミック・マテリアル 環境エンジニアリング

（注） 1.  当社は自己株式7,166千株を保有しておりま
すが、上記の大株主からは除いております。

 2.  証券取引法の「株券等の大量保有の状況に
関する開示」制度に基づき、マラソン・ア
セット・マネジメント・エルエルピーから
平成17年2月28日現在10,472千株（持株比率
6.61％）所有している旨の報告を受けていま
すが、当社としては、中間期末時点におけ
る実質所有株式数の確認ができないため、
上記の大株主には含めておりません。

 3.  三菱信託銀行株式会社は､平成17年10月１日
付でUFJ信託銀行株式会社と合併して三菱
UFJ信託銀行株式会社となっております。

会社が発行する株式の総数 397,500,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 158,428,497株
株　　　　主　　　　数 16,624名
大　　　　株　　　　主

株　主　名 持株数（千株）持株比率（％）
明治安田生命保険相互会社 12,095 7.63
第一生命保険相互会社 11,700 7.39
日本生命保険相互会社 11,128 7.02
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 4,859 3.07
株式会社ＵＦＪ銀行 4,613 2.91
東京海上日動火災保険株式会社 4,599 2.90
株式会社東京三菱銀行 3,961 2.50
三菱信託銀行株式会社 2,819 1.78
東 陶 機器株式会社 2,707 1.71
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 2,642 1.67

多結晶
シリコン溶融炉

010_9211501601712.indd   10 2005/11/18   15:17:55



表紙写真：ノリタケの森内  赤レンガ棟とレストラン「キルン」

住所変更、配当金振込指定・変更、単元未満株式の買取請求・買増請求に必要な各用紙並びに株式の相続
手続依頼書のご請求は、名義書換代理人のフリーダイヤル0120-86-4490で24時間承っておりますので、ご利
用ください。









株式のしおり

決 算 期 ３月31日（年１回）
定 時 株 主 総 会 ６月
公 告 掲 載 新 聞 日本経済新聞

決算公告に代えて、貸借対照表及び損益計算書の開示は、当社ホームページ
（http://www.noritake.co.jp/kessan/）に掲載しております。

配 当 金 利益配当金支払株主確定日　３月31日
中間配当金支払株主確定日　９月30日

基 準 日 毎年３月31日
その他必要のある場合は、あらかじめ公告いたします。

名 義 書 換 代 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部

郵 便 物 送 付 先
電 話 お 問 合 せ 先

〒171－8508東京都豊島区西池袋一丁目７番７号
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
電話0120－707－696（フリーダイヤル）

同 取 次 所 三菱UFJ信託銀行株式会社全国各支店
単 元 未 満 株 式 の
買取請求・買増請求

単元未満株式（1,000株未満株式）の買取請求・買増請求は、上記名義書換
代理人事務取扱場所及び取次所にてお取扱いいたしております。ただし、
株券保管振替制度をご利用されている場合は、お取引の証券会社にお申し
出ください。
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